
令和２年度 行政評価（施策マネジメントシート） 

16 活力ある産業の推進 

主管課名 生活文化スポーツ部 産業振興課 

主管課長名 三ツ木 吉和 電話番号 042-481-7707 

関係課名 

（組織順） 
文化生涯学習課，街づくり事業課 

目
的 

対 象 消費者，事業者，起業者 

意 図 商店街がにぎわう・市内消費が高まる，企業活動が活発になる・市内の創業者が増える 

施策の方向 

商店街の環境整備を促進し，その魅力を高めることで，魅力ある商店街づくりと市民の日常的な買

物の利便性及び満足度を向上させます。また，地域経済を支えている中小企業・小規模事業者の振

興や創業支援を行うとともに，調布市の特性を生かした市内産業の活性化を図ります。 

＜施策と関連するＳＤＧｓの目標（ゴール）＞ 

    

 

 

施策の成果向上に向けた主な取組実績 

 施策における２つのアクション（➀横断的連携による施策の推進 ➁調布のまちの魅力発信） 

（16-1 にぎわいを創出する商業活性化の支援） 

・商店街のにぎわいを創出するため，商店会等が行う夏祭りや歳末イベント等，１６商店会２４事業を支援した。 

・市内の２８商店会について，専門家や調布市商工会と連携した巡回・面談を重ね，それぞれの商店会の特性と現状の

把握，課題の抽出を行うとともに，第３回柴崎つつじヶ丘仙川まちゼミの実施などを通じて，商店会活性化に向けた支

援に取り組んだ。 

・中心市街地活性化事業として，調布駅前周辺の商店会を中心に構成する調布駅前商店街が企画した半券サービス事業

を支援し，回遊性の向上と商業の活性化を図った。 

 ➀横断的連携による施策の推進 
■連携テーマ 2 「にぎわいとうるおいのあるまちづくり」 

・商工会をはじめ，市内商店会やトリエ京王調布，調布ＰＡＲＣＯ等の大型商業施設と連携し，調布駅前から盛り

上げる会での意見交換やラグビーワールドカップ２０１９の開催による来訪者の増加も踏まえながら，商業活性化

を推進した。 

■連携テーマ 3 「2019 年・2020 年を契機としたレガシーの創出」 

・ラグビーワールドカップ２０１９開催期間中のインバウンド需要への対応を主な目的として，商工会と連携して

市内の事業者向けのキャッシュレス決済対応セミナーを商工会と連携して実施し，キャッシュレス決済の普及促進

を図った。 

■連携テーマ 4 「パラリンピックレガシーの創出」 

・東京２０２０大会で増加が見込まれる国内外の来訪者を迎えるに当たり，障害者理解の促進を図ることを目的と

して，令和２年度に発行する調布駅周辺飲食店マップ（「エキモリマップ」）に，バリアフリー情報を掲載するため

の準備を商工会や調布駅前商店街と連携して進めた。  
➁調布のまちの魅力発信 
・調布ＣＭの制作，まちゼミ，「デカ盛りウォークラリー」，「Oｈ！！辛チャレンジ」等を実施し，ＳＮＳを含む様々

な広告媒体を活用して広く情報発信することで，調布の個店の魅力向上に取り組んだ。 

（16-2 バイ調布運動（市内消費）の促進） 

・商工会と連携して推進する「バイ調布運動」の促進を図ることを目的として，商工会の運営及び実施事業を支援し

た。 

・調布駅前商店街が実施した半券サービス事業を引き続き支援することで，回遊性の向上と商業の活性化を図った。 

・商工会が実施するスクラッチカード事業を支援することにより，市内消費喚起・消費者還元を一層推進した。 

 ➀横断的連携による施策の推進 
■連携テーマ 2 「にぎわいとうるおいのあるまちづくり」 

・商工会をはじめ，市内商店会やトリエ京王調布，調布ＰＡＲＣＯ等の大型商業施設と連携し，「調布駅前から盛り

上げる会」での意見交換やラグビーワールドカップ２０１９の開催による来訪者の増加も踏まえながら，スクラッ

チカード事業など「バイ調布運動（市内消費）」の促進に取り組んだ。 

■連携テーマ 3 「2019 年・2020 年を契機としたレガシーの創出」 

・ラグビーワールドカップ２０１９及び東京２０２０大会を契機として，製品化ものづくり事業を活用して市内事

業者が作成した手ぬぐいや酒類について，商工会と連携しながら，様々な広告媒体で紹介し，製品と調布市のＰＲ

につなげ，レガシーの創出につなげた。 

■連携テーマ 4 「パラリンピックレガシーの創出」 

１ 令和元年度の振返り ― 取組実績（ＤＯ）  



（施策 16 活力ある産業の推進） 

・ラグビーワールドカップ２０１９及び東京２０２０大会で増加が見込まれる国内外の来訪者を迎えるに当たり，

市内商店等のバリアフリー化や障害者理解の促進を図るため，市内商店が実施するバリアフリー対策に対する補助

事業を実施することで，パラリンピック開催を契機としたレガシーの創出に取り組んだ。  

➁調布のまちの魅力発信 
・商工会をはじめ，市内商店会やトリエ京王調布，調布ＰＡＲＣＯ等の大型商業施設と連携し，調布駅前から盛り

上げる会での意見交換を行いながら，各種広告媒体を活用し，調布の個店や商店街の魅力を発信した。 

（16-3 市内事業所・事業者への支援） 

・市内事業所の事業活動を支援するため，中小企業庁等の融資個別相談の開催や労務などのテーマ別相談会などを積極

的に開催するとともに，販路開拓等を目指す市内事業所を支援するため，見本市等の出展費用補助を実施した。 

中小企業事業資金融資あっせん事業として，２７５件・１６億４,９００万円余の融資をあっせんした。 

 ➀横断的連携による施策の推進 
・中小企業等支援に関する包括協定を締結している５つの金融機関や商工会等とともに，事業承継・人材育成・補

助金等各種セミナーを実施した。その他，生産性向上特別措置法に基づき，１４件の先端設備導入計画を認定した。 

（16-4 新たな創業への支援） 

・経営アドバイザーによる創業相談を随時実施したほか，初心者向け創業相談会，女性起業相談会等を定期的に開催

し，シニア向け創業相談も不定期で開催した。 

・中小企業事業資金融資あっせん事業として２８件・１億６,０００万円余の開業融資をあっせんした。 

・セミナーについては，創業塾をはじめとして，各種セミナーを５回実施し，５８人参加があった。また，創業チャレ

ンジ支援事業（市内空き店舗等を活用した創業支援）では，市内で創業した４事業者に対して支援を行った。 

・国の産業競争力強化法に基づく調布市の特定創業支援事業（e-プロジェクト）では，相談事業・セミナーにおいて経

営，財務，人材育成，販路拡大に関する知識を身につけた方に対し，知識を習得したことへの証明書を１８件発行した。 

 ➀横断的連携による施策の推進 
・日本政策金融公庫と連携した融資相談会を毎月開催するとともに，多摩信用金庫相談員による様々な経営課題の

解決を目的とした創業経営相談として個別相談を実施した。 

・新たに，東京都多摩地域事業引継ぎ支援センターの協力を得て，中小企業者における近年の課題である事業承継

の個別相談を毎月開催するなど，相談事業の充実を図った。 

（16-5 特性を生かした地場産業の振興） 

・市内の映画・映像関連企業や市民団体と連携し，「高校生フィルムコンテスト in 映画のまち調布」など世代に合わせ

た調布ならではの取組のほか，市民・事業者等が取り組む「映画・映像をつくる・楽しむ・学ぶ」機会となる活動に対

して，４団体８件の補助を実施した。 

・映画のまち調布応援キャラクター「ガチョラ」の市内イベントへの出演や，「ガチョラ」ＰＲ動画のシアタス調布の

プレアド（本編上映前の広告）上映を実施し，「映画のまち調布」の推進に取り組んだ。 

 ➀横断的連携による施策の推進 
■連携テーマ 2 「にぎわいとうるおいのあるまちづくり」 

・映画・映像関連企業・団体との連携による「映画のまち調布」を推進した。 

・近隣自治体や民間事業者等との連携によるロケツーリズムに取り組んだ。 

■連携テーマ 3 「2019 年・2020 年を契機としたレガシーの創出」 

・国内外からの来訪者が増加したラグビーワールドカップ２０１９開催期間中に実施した「映画のまち調布Ｄａｙ

ｓ」において，市内映画・映像関連企業と連携しながら，「映画のまち調布」をＰＲし，レガシーの創出につなげた。 

➁調布のまちの魅力発信 
・２つの撮影所をはじめ，４０社以上の映画・映像関連企業が集積する「映画のまち調布」を PR するとともに，

フィルムコミッションの積極的な取組によるロケツーリズムを推進した。 

＜令和元年度における施策の成果についての総括＞ 
・イベント事業の補助等を通じて各商店会の取組を支援したほか，商工会と連携して商店会や各商店の支援を行い，市

民意識調査における日常の買い物が便利と感じている市民の割合が昨年度より８ポイント以上増加した。 

・商工会と連携して推進する「バイ調布運動」の促進を図ることを目的として，商工会の運営及び実施事業を支援する

とともに，調布駅前商店街が実施した半券サービス事業を引き続き支援することで，回遊性の向上と商業の活性化を図

った。また，商工会が実施するスクラッチカード事業を支援することにより，市内消費喚起・消費者還元の一層推進に

つながった。 

・経営アドバイザーによる創業相談を随時実施したほか，創業塾をはじめとして，各種創業者向けのセミナーを開催

し，創業支援を実施した結果，創業等相談件数がまちづくり指標の基準値より６４件増加（実績５５２件）したほか，

納税法人数も２３０法人増加（実績６，３０３法人）し，創業への機運醸成が図られた。 

・市内の映画・映像関連企業や市民団体と連携し，「高校生フィルムコンテスト in 映画のまち調布」など世代に合わせ

た調布ならではの「映画のまち調布」の取組を通じて，まちの魅力向上につなげたほか，映画・映像関連企業と連携し

た取組の件数をまちづくり指標の基準値より７件増加することができた（実績４２件）。  

 

 



（施策 16 活力ある産業の推進） 

 

ま ち づ く り 指 標 
【☆：基本計画におけるまちづくり指標，◎：総合戦略における指標】 

基準値 
単位 

実績値 目標値 

(基準年度) 令和元年度 令和4 年度 

１ 日常の買物が便利と感じている市民の割合【☆，◎】 
73.8 
(H30) ％ 82.0 80.0 

２ 市内商業者（小売業）の年間販売額【☆，◎】 
2,114 
(H29) 

億円 － 2,254 

３ 納税法人数【☆，◎】 
6,073 
(H29) 

法人 6,303 6,100 

４ 産業労働支援センターでの創業等相談件数【☆，◎】 
488 

(H29) 
件 552 520 

５ 映画・映像関連企業と連携した取組の件数【☆，◎】 
35 

(H29) 
件 42 50 

【備考】 

 

 

総
合
評
価 

A 
Ｓ：「顕著な取組成果が得られた。計画以上に目標を達成した。」 

Ａ：「予定した取組成果が得られた。計画どおりに目標を達成した。」 

Ｂ：「一定程度の取組成果が得られた。概ね計画どおりに目標を達成した。」  

Ｃ：「予定した取組成果が得られなかった。目標達成にはやや至らなかった。」 

Ｄ：「取組成果が得られなかった。目標達成までには至らなかった。」 

理
由 

・調布市商工会と連携し，商店会，市内事業者の活動を支援することにより，市内商業の活性化に取り組み，ま

ちづくり指標に掲げる項目について，令和４年度の目標値を超える成果を出した項目もあり，予定していた取組

成果や目標値を上回ることができたため。 

  

 

 区 分 
今 後 の 取 組 の 方 向 

★：重点プロジェクトに関連する取組，●：新規の取組，○：拡充の検討を要する取組 

令和２年度の取組 

★新型コロナウイルス感染症の影響により，地域経済の状況に大きな変化があったため，新し

い生活様式を踏まえた市民生活や地域経済を取り巻く状況の変化を注視しながら，商工会をは

じめ，商店会や多様な主体との連携により，商業活性化及びバイ調布運動の促進に向けて取り

組む。 

★市内事業所・事業者への支援や新たな創業への支援を継続実施するとともに，新型コロナウ

イルス感染症に起因して売上が減少した事業者に対する融資あっせん制度の利用促進を行う。 

 

新型コロナウイルス感

染症の影響に伴う対応 

○中小企業事業資金融資あっせん制度の拡充 

●新型コロナウイルスの感染拡大による影響等について，市内事業者の実情や意見，行政が実

施している支援策を事業者・行政間で情報共有するとともに，地域経済回復に向けた市独自の

事業者支援策，消費喚起策の検討を行うため，「調布市地域経済対策会議」を設置 

●プレミアム付商品券による市内事業者支援及び市内消費喚起 

●市内事業所の新型コロナウイルス感染予防対策に対する補助事業の創設 

●調布っ子応援プロジェクトによる市内飲食店等への支援 

★令和２年度に策定予定としていた（仮称）商業振興・活性化プランについては，新型コロナ

ウイルスの感染拡大による影響により，経営に大きなマイナス影響を受けている現下の状況を

踏まえ，令和２年度に事業者の実態調査を実施し，現状把握と今後の地域経済対策の検討を行

い，プラン策定につなげていく。 

・令和２年１０月に開催予定の商工まつりが中止となった。 

東京2020 大会開催

延期に伴う対応 

 

台風への対応を踏まえ

た災害対応 

 

令和３年度以降の 

計画期間内の取組 

（令和２年度から 

継続する取組を除く） 

 

 

２ 令和元年度の振返り ― 評価（ＣＨＥＣＫ） 

 （旧施策№    施策名） 

３ 施策の方向 ― （ＡＣＴＩＯＮ）  



１６　活力ある産業の推進

№ 事務事業名

重点
プロ
ジェ
クト
事業

総合
戦略 所管部署 事務事業の概要

1
商店街活性
化の推進

④ ●
産業振興
課

商業の活性化に向け，商店会のイベント事業を支援することで，商店会や個店の魅力向上を
図るとともに，調布市商工会，市内事業者，商店会と連携した事業を展開する。
また，商店街の発展や振興を目的として，街路灯のＬＥＤ化や電気料金，老朽化した街路灯
の維持・撤去に係る費用の一部を補助する。
市内商業のより一層の推進を図るため，中心市街地活性化プランの検証を踏まえ，中心市街
地をはじめとするにぎわいを市内商業の振興と地元商店街の活性化につなげるべく，中心市
街地活性化プランを引き継ぐ計画として，（仮称）商業振興・活性化プランを策定し，プラ
ンに基づく取組を推進する。

2
調布市商工
会事業の支
援

●
産業振興
課

市内商工業の発展と振興を総合的に図ることを目的として，調布市商工会の運営支援や，商
工会が実施する市内事業者の経営改善普及事業，地域産業の振興事業等を支援する。

3
中小企業・
小規模事業
者の支援

④ ●
産業振興
課

多摩信用金庫をはじめとする複数の金融機関と締結した「中小企業等支援に関する包括協
定」に基づき，創業・経営支援，人材育成，事業承継等の事業において連携を図りながら，
市内の中小企業を支援する。
中小企業事業資金融資あっせん事業を通して，市内中小企業・小規模事業者を支援する。
商工会事業の支援や商店街活性化の推進と連携した取組を行う。

4

産業労働支
援センター
による創業
の支援

●
産業振興
課

「調布市市民プラザあくろす」内の産業労働支援センターにおいて，創業を志す方や経営課
題を解決したい方を支援する。
・中小企業診断士等の経営アドバイザーによる創業経営相談
・「創活塾」を中心とした創業経営支援セミナー
・創業支援施設（スモールオフィス）の貸出
・創業チャレンジ支援事業（市内の空き店舗等で創業する方の家賃補助）



１６　活力ある産業の推進

計画
前倒し

計画
どおり

計画
遅れ

有効性
改善

効率性
改善

財政面
改善

参加と
協働
改善

改善
余地
なし

1
商店街活
性化の推
進

④ ●
産業振
興課

19,920

商店街のにぎわいを創出するため，市内の商店会等が行う夏祭りや歳末イ
ベントなどを支援した（１６商店会，２４事業）。
商店街で街路灯を撤去するに当たり，費用の一部について補助を行った。
（１商店会，１事業）。
市内の２８商店会について，専門家や商工会と連携した巡回・面談を重
ね，それぞれの商店会の特性と現状の把握，課題の抽出を行うとともに，
第３回柴崎つつじケ丘仙川まちゼミの実施などを通じて，商店会活性化に
向けた支援に取り組んだ。
「地域との協働の取組」をテーマとした大学の授業に協力して実施した調
布ＣＭ（商店会のＰＲ動画）の制作や，調布駅前周辺の商店会が中心と
なって構成している調布駅前商店街が企画した半券サービス事業の支援等
を通じて，中心市街地の活性化を推進した。

◎ ● ●

商工会をはじめ，調布駅周辺における大型商業施設，商店会等多様な主体と連
携した様々な活性化事業を通じて，市内外からの来訪者が増加し，にぎわいの
創出につながっていることを踏まえ，商店街活性化を目的として，引き続き，
商店会等が行うイベント事業や商店街の魅力向上のための事業を支援する。
また，イベントのＰＲを積極的に推進するほか，商工会及び専門コンサルタン
トとの連携による商店会訪問を行い，活性化事業に関する企画・立案・実施を
支援し，商店会事業の魅力向上を図る。
◆令和２年度に策定予定としていた（仮称）商業振興・活性化プランについて
は，新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえつつ，令和２年度に事業者の実
態調査を実施し，現状把握と今後の地域経済対策の検討を行い，プラン策定に
つなげていく。

2
調布市商
工会事業
の支援

●
産業振
興課

61,900

商工会が推進する「バイ調布運動」の促進を図ることを目的として，商工
会が行う事業を積極的に支援した。また，調布駅前商店街が実施した半券
サービス事業を引き続き支援することで，市内の回遊性向上と商業の活性
化を図った。
市内消費喚起及び消費者還元策として実施したスクラッチカード事業
（「２０１９絆・ぬくもり　がんばろう調布セール」）に要する経費を補
助した。当該事業では，５００円以上の買い物やサービス利用で３００円
又は１００円の金券が当たるスクラッチカード事業のほか，スクラッチ
カードのはずれ券を「チャンス券」と称して参加店舗の任意によるチャン
ス券を活用した独自サービスや，チャンス券５枚１口の抽選で商品券が当
たるＷチャンスを実施することで，市内消費喚起・消費者還元を一層推進
した。

◎ ● ●

商工会と連携した地域産業の振興を推進するため，引き続き，商工会の活動及
び運営の支援を行うとともに，商工会が市内消費喚起及び消費者還元策として
実施する，商店会と連携したスクラッチカード事業を支援し，市内商業の活性
化につなげる。
また，東京２０２０大会を契機とした市内消費の促進については，商工会と連
携し，地域経済の状況を見ながら，効果的な方策の検討をしていく。
◆新型コロナウイルス感染症の影響も踏まえながら，今後の地域経済対策の取
組とも整合を図りつつ，市内商店会が実施する各種イベント事業の支援や商店
会が抱える課題解決を図るため，商工会による専門コンサルタントを活用した
市内商業活性化に関する経費を補助し，今後の商店会支援につなげていく。

3

中小企
業・小規
模事業者
の支援

④ ●
産業振
興課

42,115

市の事業資金融資あっせん制度を利用している市内事業者を対象として，
よろず経営相談（個別訪問相談）を行い，３２件の相談に対応した。ま
た，これらのうち，課題解決等により１７件の相談を終了させたほか，８
件の相談の継続的な対応に取り組むなど，効果的な成果につなげることが
できた。
事業承継をはじめ，「人財育成セミナー」等の様々な経営課題をテーマと
したセミナーを開催した。
経営に関する課題解決を支援するため，調布市経営アドバイザーが相談に
対応した。
事業資金融資あっせん制度を活用した融資の実行件数は，２７５件（前年
度比１９件増加）となった。

◎ ● ●

経営アドバイザーが在籍する産業労働支援センターにおいて，引き続き，事業
承継，税務・労務・経理など，経営に必要となる様々な内容のセミナーを開催
することで，市内事業者への支援を図るほか，経営課題に関する個別相談やよ
ろず経営相談（個別訪問相談）を実施する。
「中小企業等支援に関する包括協定」を締結している各金融機関の強みを活か
し，様々な経営課題に対応したセミナーを開催することで，市内事業者の経営
を支援する。
ＵＥＣアライアンスセンターや産学官連携センターといった電気通信大学の組
織等と連携して，市内中小企業に対する幅広い支援を行う。
◆新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた中小企業等への支援に取り組ん
でいく。

4

産業労働
支援セン
ターによ
る創業の
支援

●
産業振
興課

8,227

創業を志す人を対象として，経営アドバイザーによる資金，販路，税務，
労務，マーケティングなどといった，幅広い相談事業を実施した。また，
多摩信用金庫との包括協定に基づく創業経営相談を実施したほか，女性起
業相談会をはじめとするテーマ別個別相談会，よろず経営相談（個別訪問
相談）等，様々な形での相談事業を実施した（創業等相談件数７７１件，
よろず経営相談３１件）。この他，創業・経営に関する各種セミナーを５
回開催した。
産業競争力強化法に基づく特定創業支援事業を実施した（証明書交付１８
件）。
創業支援施設（スモールオフィス）の貸出を行い，創業支援を図った。
市内空き店舗等で創業する方に対する家賃補助を通じた創業支援を行った
（４件）。
これらの取組を通して，創業支援や経営課題の解決につなげることができ
た。

◎ ● ●

相談事業については，来所相談のほか，調布市中小企業事業資金融資あっせん
制度を案内する機会を活用して，創業した事業所へ出向いての相談（よろず経
営相談）を行うなど，今後も様々な機会を活用しながら，取組を推進してい
く。また，セミナー事業等では，シニア向け創業や女性向け創業，顧客ニーズ
を適確に把握し，大学・企業等とも連携した企画を展開していく。さらに，ス
モールオフィスの貸出や空き店舗の活用等に対する家賃補助を通じて，創業の
場の確保を支援していく。
産業競争力強化法の認定団体として，関係団体（商工会，多摩信用金庫，日本
政策金融公庫）と連携しながら，事業者に寄り添った創業支援策を展開する。
事業承継に関する取組において，市内事業者の経営の安定と成長の支援や，
様々な課題解決に向けたサポートを行っていく。

0 4 0 1 0 0 0 3 計

0.0 100.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 75.0 割合（％）

今後の取組内容

（新型コロナウイルス感染症の影響に関連する内容は冒頭に◆印を記載しています）

Ｒ１取組実績 方向性

　　　　※各事務事業の概要については，巻末の「⑦事務事業概要一覧」をご参照ください。　　　　

№ 事務事業名

重点
プロ
ジェ
クト
事業

総合
戦略

所管部署

R１
決算

事業費
（千円）

令和元年度の取組実績
実績
評価

進捗状況・今後の取組の方向性

当該施策に体系付けられている全ての事務事業については，巻末に掲載している
参考資料「⑥事務事業一覧（施策体系順）」をご参照ください。


